
鰹節生産地にて五感で味わう
「おだし」体験
【中原水産株式会社】
（鹿児島県）

日本食文化に欠かせない鰹節。鰹
節生産量日本一の枕崎市で、鰹
節工場見学、出汁のひき方講座、
地元の出汁グルメを食し、産地でし
か味わえない生産者のこだわりと景
色や香りを五感でフルに味わう体験。

食かけるプライズ2019：ネクストブレイク賞（これから羽ばたく可能性のある食体験へ贈る賞）

世界も注目の地元葡萄100％の
ワイン醸造
【一般財団法人つの未来まちづくり
推進機構】（宮崎県）

100％地元産の生食用葡萄を使用
したワインの葡萄栽培から醸造までを
生産者や醸造家から学び、太平洋
を見渡すワイナリーで地元産野菜・果
物、宮崎牛や海産物等々で創作す
る料理とのペアリングを楽しむ体験。

【ネクストブレイク賞】 【ネクストブレイク賞】
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【インバウンド対応 】



27%
30%

37%
39%

52%
58%

60%
62%

84%
90%

95%
98%

0% 100%

カステラ
焼き餃子
オムライス

照り焼きハンバーガー
ナポリタンスパゲッティ

コロッケ
ラーメン

カレーライス
焼きそば
あんパン

お好み焼き
すき焼き

出典：和食展アンケート（2020年3月）より農林水産省作成
和食展のウェブサイト上で本年3月にリアルタイムアンケートを実施 https://washoku2020.jp/questionnaire.html

国立科学博物館 特別展「和食」※のウェブサイト上のリアルタイムアンケートにおいて、和食か
どうか質問をしたところ、すき焼き、お好み焼き、あんパン、焼きそばは８割以上の人が「和食」
と回答。 ※ 2020年3月~6月に開催予定だったところ、COVID-19感染拡大を防ぐため中止
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「和食」に対するアンケート

これって和食？ 日本の食卓でも人気の高い、12のメニュー。これって和食だと思いますか？
Yes or Noのボタンで答えよう。
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和食と健康（若い世代の食習慣調査①）

71.8 16.6 11.6

67.5 20.6 12.0

76.3 12.5 11.2
⼥性

n=983

男性
n=1,017

全体
n=2,000

0% 20% 40% 60% 80
%

100
%当てはまる どちらでもない 当てはまらない

Q 「主⾷・主菜・副菜を組み合わせた⾷事をすること」に対して、どの程度当てはまりますか。＜健康に良い＞

Q 普段の⽣活の中で、主⾷・主菜・副菜を組み合わせた⾷事を１⽇に２回以上⾷べる⽇は、週に何回程度ありますか。

24.4 22.3 25.9 27.5

22.5 21.2 26.4 29.9

26.2 23.3 25.4 25.0
0% 100%

⼥性
n=983

男性
n=1,017

全体
n=2,000

20% 40% 60% 80%
ほとんど毎⽇ 週に４〜５⽇ある 週に２〜３⽇ある ほとんどない

 「主食・主菜・副菜を組み合わせた食事をすることが健康に良い」と認識してい
る割合は、約７割。

 「組み合わせた食事」を日に２回以上食べる日が週過半以上の者は、７割以上。

出典：若い世代の食習慣に関する調査（農林水産省 令和元年度委託事業）

【食文化の保護・継承 】
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出典：若い世代の食習慣に関する調査（農林水産省 令和元年度委託事業）

ミートソーススパゲティとコールスローサラダ

上段：全体n=2,000、中段：男性n=1,017、下段：女性n=983そうだ

Q 以下の組合せは「主食・主菜・副菜を組み合わせた食事」だと思いますか。

そうではない

焼⿂定⾷(ごはん､焼き⿂､⾖腐とわかめの味噌汁､ほうれん草のおひたし)

チキンスープカレーとライス ロコモコ丼

（％）

（％）

（％）

（％）

 「主食・主菜・副菜を組み合わせた食事」として認識されている食形式としては、
基本的な和食（一汁三菜の形式）が他の食形式を圧倒。

和食と健康（若い世代の食習慣調査②）
【食文化の保護・継承 】



26.9

28.2

30.6

43.5

51.7

26.8 

31.1 

35.0 

37.9 

52.9 

20代

30代

40代

50代

60代

食を巡る国内社会情勢の変化 ～消費者の食の志向～
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現在の消費者の食の３大志向は、「健康志向」「簡便化志向」「経済性志向」。
特に「簡便化志向」は、全ての年代において10年前と比べて増加。

食の3大志向 令和2年と平成22年の比較 ■ 平成22（2010）年、 ■令和２（2020）年

38.4

32.8

31.6

28.5

16.8

50.2

44.7

44.3

36.4

26.4

20代

30代

40代

50代

60代

42.8

45.6

49.1

33.0

25.6

46.5 

38.5 

38.9 

41.0 

26.2 

20代

30代

40代

50代

60代

健康志向 簡便化志向 経済性志向

出典：株式会社日本政策金融公庫「消費者動向等調査（食の志向調査）」の令和２（2020）年１月調査及び平成22（2010）年６月調査結果を基に
農林水産省作成。 https://www.jfc.go.jp/n/findings/investigate.html



新型コロナウイルスの感染拡大により、生活習慣が大きく変化。外出が減少していることに伴い、
外食が減り、家庭での料理に挑戦する機会や自宅で食事する機会が増加。
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食を巡る国内社会情勢の変化 ～コロナ禍の新生活様式と行動変容～

今回の感染症の影響下において、新たに挑戦したり、取り組んだり
したことはありますか。該当するもの全て選択してください。

コロナ禍の行動変容

出典：内閣府（令和2年6月21日）
「新型コロナウイルス感染症の影響下における生活意識・行動の変化に
関する調査」
https://www5.cao.go.jp/keizai2/manzoku/pdf/shiryo2.pdf

感染拡大による運動習慣・食生活の変化

出典：第一生命経済研究所（2020年4月）
「新型コロナウイルスによる生活と意識の変化に関する調査」
http://group.dai-ichi-life.co.jp/dlri/pdf/ldi/2020/news2004_02.pdf

1.0 

26.0 

5.0 

15.5 

8.1 

0.3 

24.2 

3.6 

7.6 

6.6 

0204060

減った
やや減った

50.2

1.3

18.6

8.6

18.1

22.1

10.5

10.5

10.5
2.0 

22.6 

1.0 

3.0 

2.1 

0…

4.3 

14.4 

3.0 

8.2 

4.8 

1.7 

0 20 40 60

増えた
やや増えた

2.5

6.9

11.2

4.0

37.0

6.3

％ ％ ％ ％ ％ ％ ％ ％

屋内（ジム・スポーツクラブ・体育館
など）で運動すること

屋外で運動すること
（ジョギング、ウォーキング、屋根の
ない運動場でのスポーツなど）

自宅で運動すること

外食すること

自宅で食事すること

お酒を飲むこと

注：選択肢には、これらのほかに「変化なし」がある

9.2%

38.8%

4.7%

8.8%

11.7%

13.2%

16.0%

28.4%

0% 20% 40%

わからない

特に挑戦したり、
取り組んだりしたことはない

ビジネス（起業、副業、新商品開発等）に新た
に挑戦した

ビジネス関係の勉強（資格取得、スキルアッ
プ、転職情報収集等）に新たに取り組んだ

教育・学習（新しい分野、技術、語学等）に
新…

オンラインでの発信（youtube等）、オンライ
ンでの交流（zoom等）に新たに挑戦した

本格的な趣味（芸術、料理等）に新たに挑戦
した

今までやれなかった日常生活に関わること（家
の修繕等）に新たに取り組んだ

n=10,128 n=1,000
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食を巡る国内社会情勢の変化 ～エシカル消費の広がり～

倫理的消費（エシカル消費）につながる行動を実践している人は、2016年度と比較し増加。
エシカル消費に関連する言葉を知っている人を対象にエシカル行動をどのぐらい実践しているかを
尋ねたところ、「地産地消」については、約半数の人が実践。

出典：消費者庁（令和2年8月5日）「令和元年度 倫理的消費（エシカル消費）に関する消費者意識調査報告書」
https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_education/public_awareness/ethical/assets/consumer_education_cms202_200805_01.pdf
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